
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇

最
高
裁
規
則
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〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号

少
年
審
判
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

最
高
裁
判
所

少
年
審
判
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

少
年
審
判
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第

三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。

３

裁
判
所
は
、
保
護
事
件
の
記
録
又
は
証
拠
物
に
、
閲

覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
人
の
身
体
若
し
く
は
財
産
に
害

を
加
え
若
し
く
は
人
を
畏
怖
さ
せ
若
し
く
は
困
惑
さ
せ

る
行
為
又
は
人
の
名
誉
若
し
く
は
社
会
生
活
の
平
穏
を

著
し
く
害
す
る
行
為
が
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
項

が
記
載
さ
れ
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
付
添
人
と
少
年
と
の
関
係
そ
の
他
の
事

情
を
考
慮
し
、
付
添
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
記

録
又
は
証
拠
物
を
閲
覧
す
る
に
当
た
り
、
付
添
人
に
対

し
、
当
該
事
項
で
あ
つ
て
裁
判
所
が
指
定
す
る
も
の
に

つ
い
て
、
少
年
若
し
く
は
保
護
者
に
知
ら
せ
て
は
な
ら

な
い
旨
の
条
件
を
付
し
、
又
は
少
年
若
し
く
は
保
護
者

に
知
ら
せ
る
時
期
若
し
く
は
方
法
を
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
付
添
人
に
よ
る
審
判
の
準
備
そ
の

他
の
審
判
の
準
備
の
上
で
の
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

裁
判
所
は
、
前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
本

文
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
よ
つ
て
は
同
項
本
文
に
規
定

す
る
行
為
を
防
止
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
付
添
人
に
よ
る
審
判
の
準
備
そ
の
他
の
審
判

の
準
備
の
上
で
の
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

を
除
き
、
付
添
人
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
記
録

又
は
証
拠
物
を
閲
覧
す
る
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
う
ち

前
項
本
文
に
規
定
す
る
部
分
で
あ
つ
て
裁
判
所
が
指
定

す
る
も
の
の
閲
覧
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
閲
覧
を
禁
じ
た
部
分
に
そ
の
人
の
氏
名

又
は
住
居
が
記
載
さ
れ
又
は
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で

あ
つ
て
、
付
添
人
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
付
添
人
に

対
し
、
氏
名
に
あ
つ
て
は
こ
れ
に
代
わ
る
呼
称
を
、
住

居
に
あ
つ
て
は
こ
れ
に
代
わ
る
連
絡
先
を
知
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

裁
判
所
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
と
る
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
付
添
人
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

〔
最
高
裁
規
則
〕

〇
少
年
審
判
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
最
高
裁
五
）

〔
省

令
〕

〇
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
財
務
七
四
）

〔
訓

令
〕

〇
内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す

る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
内
閣
府
二
二
）

〔
告

示
〕

〇
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
件

（
総
務
三
八
四
）

〇
電
波
法
施
行
規
則
第
七
条
第
五
号
の
規
定

に
基
づ
く
特
定
実
験
試
験
局
と
し
て
使
用

可
能
な
周
波
数
の
範
囲
等
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
八
五
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁職

員
の
免
職
処
分
、
金
融
商
品
取
引
業
者

営
業
保
証
金
取
戻
し
、
共
同
研
究
者
の
募

集
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

地
方
公
共
団
体

無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

会
社
そ
の
他

〇
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
附
則
第
八
項

第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
に
準
ず

る
施
設
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る

施
設
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
文
部
科
学
一
五
二
）

〇
農
林
物
資
の
規
格
化
等
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
登
録
外
国
認
定
機
関
の

登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
農
林
水
産
一
九
四
五
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
九
四
六
〜
一
九
七
七
）

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
共
同
使
用
が
決

定
さ
れ
た
件
（
防
衛
二
〇
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
二
一
七
）

〇
浄
化
槽
の
型
式
の
認
定
を
更
新
し
た
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
三
五
〜
一
三
七
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
海
道
開
発
局
二
二
三
〜
二
二
六
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

国
家
公
安
委
員
会

警
察
庁

法
務

省

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）


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